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メディア掲載実績

2010年7月
   任意団体市民活動サークルえん設立
2010年7月～現在
    あまボノ事業・ならボラ事業の開始
    NPO運営相談事業の開始
2014年4月1日～2015年3月31日
　全国ボランティアコーディネーター研究集会
　2015in大阪実行委員参画
　（開催日：2015年2月28日・3月1日）
2014年11月29日
　NPO法人市民活動サークルえん設立総会開催
2015年1月～現在
　奈良県中間支援NPO連絡会議参画
2015年3月18日
　NPO法人奈良県認証取得
2015年4月1日
　NPO法人市民活動サークルえん登記完了
2015年4月～現在
 　事務サポート「えんの下の力持ち」事業の開始
　裁判員ACT～裁判への市民参加を進める会～
　へのチーフ就任
2015年5月～2016年1月
　奈良市ボランティア養成講座
　　　「折り紙ボランティア養成講座」開催協力
2015年12月～現在
　関西NPOネットワーク（KNN）へ参画
　（2016年度同会幹事団体に就任）
2015年11月～2016年2月  
    edge2016ゲストメンター協力
2015年12月～現在  
　ソーシャルえん足事業スタート
2016年1月～現在  
　ならボラ交流会事業スタート
2016年4月1日～現在  
　放課後等デイサービス「tuna」事業スタート
2016年4月3日  
　主たる事務所を奈良市から生駒市へ移転
　新事務所オープニングイベント開催

２
０
１
６
年
４
月

事
務
所
開
設

生駒駅から徒歩 7分。窓からは近鉄電車が見える好ロケーション。
広々とした室内に、セミナー開催や運動系プログラムなど可能性が広がる。

　

二
〇
一
六
年
四
月
。
事
業
拡
大
に
伴
い
、
生
駒
市

東
新
町
に
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
代
表
礒
野
が
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
す
た
め
、
生
駒
市
内
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

最
寄
り
駅
ま
で
の
距
離
お
よ
び
道
の
安
全
性
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
を
考
慮
し
、
無
事
に
条
件
に
合
う
物

件
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

床
面
積
は
約
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。
落
ち
着
い
た
空

間
づ
く
り
を
意
識
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
事
務
ス
ペ
ー

ス
、
相
談
室
、
多
目
的
室
を
設
置
し
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
ｔ
ｕ
ｎ
ａ（
つ
な
）
事
業
を
は
じ
め
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

写
真
は
、
同
月
三
日
に
開
催
し
た
新
事
務
所
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
で
す
。
八
十
名
余
り
の

関
係
者
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
た
く

さ
ん
の
お
祝
い
の
言
葉
や
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ｔ
ｕ
ｎ
ａ
開
設
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tuna
支援が必要な中高生を対象に、
卒業後を意識した、社会に出る準備
として様々な学習や経験の場を提供
いたします。

   　　　　　　tuna@circle-en.info  

放課後等デイサービス tuna

た
。
場
内
は
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験

や
、
大
和
む
す
び
の

試
食
、
フ
ォ
ル
ク
ロ

ー
レ
コ
ン
サ
ー
ト
、

ペ
ル
ー
楽
器
を
使
っ

た
演
奏
会
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
異
業
種
交

流
会
（
え
ん
会
）
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
中
高
生
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
、
学
校
卒
業
後
、
社
会
に
出
る
こ
と

を
想
定
し
た
療
育
を
お
こ
な
う
こ
と
を
趣
旨
と

し
た
奈
良
県
指
定
事
業
所
『
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
ｔ
ｕ
ｎ
ａ
』
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ブ
レ
イ
ン
ジ
ム
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
運
動
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
空
間

認
知
力
を
高
め
る
描
画
、
言
葉
の
抑
揚
や
滑
舌

を
意
識
し
た
朗
読
、
時
間
・
お
金
の
管
理
や
人

と
の
距
離
感
、
自
己
表
現
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
『
な
ら
ボ
ラ
』
へ
の
参
加
も
積

極
的
に
促
し
、
専
門
の
支
援
員
以
外
の
人
と
の
交
流

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に

出
た
と
き
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
、
様
々
な
課
題
を

克
服
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、『
な
ら
ボ
ラ
』
参
加
者
に
対
し

て
も
、
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ

と
で
、
障
害
へ
の
理
解
を
高
め
、『
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
人
々
』
に
優
し
い
社
会
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

事務サポート事業
『えんの下の力持ち』
　　　　　本格始動

個
々
の
団
体
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

寄
り
添
い
な
が
ら
事
務
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
『
え
ん
の
下
の
力
持
ち
』
事
業

を
二
〇
一
五
年
度
よ
り
本
格
始
動
。

　　

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
市
民
活
動

団
体（
以
下
、団
体
）の
共
通
の
課
題
と
し
て
、

資
金
不
足
、
担
い
手
不
足
と
い
う
声
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
根
幹
に
は
事
務
力
の
不

足
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
事
務
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
団
体

の
運
営
を
円
滑
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
信
頼

性
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
『
え
ん
の
下
の
力
持
ち
』
で
は
、
広
報
物

の
制
作
が
最
も
高
い
ニ
ー
ズ
を
占
め
ま
す
。

制
作
に
あ
た
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
取
る
中
で
、

団
体
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
悩
み
が
浮

上
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
別
の
業
務
で
の
依

頼
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
担
当
者
（
礒
野
奈
緒
）
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
力
検
定
応
用
実
務
編

（
中
級
）』
を
取
得
し
て
お
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務

の
専
門
家
の
視
点
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

こ
な
い
ま
す
。

NPO団体の事務 ・広報をサポート

えんの下の力持ち

en@circle-en.info

週末 3時間の社会貢献
見つけよう！
休日の新しい過ごし方
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役員・スタッフ紹介

『ならボラ』リピーターの希望、皆で実現

な
ら
ボ
ラ
交
流
会

　
『
な
ら
ボ
ラ
』
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
五

年
が
経
過
し
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
や
受
け
入
れ
団
体
ス
タ
ッ
フ
の

交
流
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
な
ら
ボ
ラ
交
流
会
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
が
希
望
す
る
ス
ポ
ッ
ト
へ
皆

で
遊
び
に
行
く
と
い
う
企
画
で
、
第
一
回
目

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
（
以

下
、「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
」）
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と
す
る
ア

ウ
ト
ド
ア
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
常
連
で
あ
る
Ｔ

氏
の
「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
行
っ
た
こ
と
が
無
い
。
一

度
は
行
っ
て
み
た
い
。」
と
の
声
を
き
っ
か

け
に
、『
リ
ピ
ー
タ
ー
の
希
望
を
皆
で
実
現

す
る
』
と
い
う
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
発
展

し
て
い
ま
す
。Ｔ
氏
の
希
望
は
、Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
働

い
て
い
る
Ｈ
氏
の
協
力
の
も
と
、
二
〇
一
六

年
一
月
三
〇
日
実
現
。

　

受
け
入
れ
団
体
２
団
体
を
含
む
総
勢
一
一

名
で
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
開
催
で
盛
り
上

が
る
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
一
日
中
楽
し
み
ま
し
た
。

　

交
流
会
参
加
者
か
ら
『
春
に
な
っ
た
ら
皆

で
花
見
に
行
き
た
い
』
と
の
要
望
が
あ
り
、

第
二
回
目
交
流
会
を
四
月
下
旬
に
実
施
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
今
後
は
リ
ピ
ー
タ

ー
か
ら
要
望
が
挙
が
り
次
第
、
企
画
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　

地
域
の
魅
力
や
社
会
を
深
く
知

る
大
人
の
遠
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
ソ

ー
シ
ャ
ル
え
ん
足
』
が
二
〇
一
五

年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
。

　

写
真
右
は
、
一
二
月
に
実
施
し

た
『
介
助
犬
の
広
場
ｉ
ｎ
大
東
見

学
ツ
ア
ー
』
で
の
車
椅
子
体
験
の

様
子
。左
は
、三
月
に
実
施
し
た『
飛

鳥
の
食
と
史
跡
と
伝
統
を
味
わ
う

ツ
ア
ー
』
に
て
訪
問
し
た
、
飛
鳥

坐
神
社
の
『
お
ん
だ
祭
』
で
の
様

子
で
す
。

　

日
常
で
は
触
れ
る
こ
と
の
少
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ッ
ト
や
催
し

を
巡
り
、
参
加
者
か
ら
「
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
」
と
の
喜
び
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
し
、

参
加
者
を
活
動
に
む
す
び
つ
け
や
す
い
し
く
み
を
作
り
た

い
。」
と
い
う
想
い
か
ら
、
奈
良
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
で
実
現
し
た
『
折
り
紙
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』。

　

折
り
紙
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
向
け
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
、
施
設
の
装
飾
な
ど
幅
広
い
シ
ー
ン
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
養
成
講
座
で
は
、
折
り
紙
の
指
導
を
行
い
、
出
来
た

作
品
を
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
パ
ネ
ル
に
飾
る
こ
と
で

一
つ
の
大
作
に
仕
上
げ
、
そ
こ
で
得
た
達
成
感
と
自
信
の
熱

が
冷
め
な
い
う
ち
に
、
近
日
中
に
参
加
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
『
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ（
エ
ッ
ジ
）』
と
は
、Entrance for D

esigning G
lobal 

Entrepreneurship 

の
略
で
、
直
訳
す
れ
ば
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に

立
つ
起
業
家
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
玄
関
口
」。
こ
の
訳
語
か
ら
も
連
想
で

き
る
と
お
り
「
若
者
た
ち
に
向
け
て
、
社
会
起
業
家
へ
と
つ
な
が
る
扉

を
開
く
『
き
っ
か
け
』、『
チ
ャ
ン
ス
』
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ

と
い
う
取
り
組
み
を
通
じ
て
提
供
し
た
い
」
と
い
う
「
想
い
」
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
コ
ン
ペ
と
は
異
な
り
、
プ
ラ
ン
の
完
成
度
や
実
現
性
を
高
め

る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
て
、
起
業
家
や
起
業
家
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
社
会
起
業
に
挑
む
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ

ま
す
。
若
き
社
会
起
業
家
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も

「edge

」
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。（
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
公
式
サ
イ
ト
よ
り
引
用
）

社
会
起
業
家
を
応
援
す
る﹃
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
﹄

　

当
法
人
で
は
、『
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
２
０
１
５
』

の
ゲ
ス
ト
メ
ン
タ
ー
（
助
言
者
）
と
し
て
協

力
。
合
宿
で
の
事
業
プ
ラ
ン
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
お
よ
び
、
個
別
相
談
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ

ル
の
審
査
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

二
三
組
の
エ
ン

ト
リ
ー
か
ら
、
三

回
の
審
査
を
経
て
、

五
組
が
フ
ァ
イ
ナ

ル
へ
挑
み
ま
し
た
。

「
社
会
を
変
え
た

い
！
」
そ
ん
な
思

い
を
持
っ
た
プ
レ

ー
ヤ
ー
た
ち
の
パ

ワ
ー
に
大
変
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

　

edge2016 ファイナル　
2016 年 2月 13 日（土）梅田スカイビルにて

データで見る 『ならボラ2015』
プログラム名（定員）

お手紙作成ボランティア in 橿原（10 名）

お手紙作成ボランティア in 奈良（４名）

キャラクター折り紙ボランティア（４名）

黒滝食農イベントボランティア（２名）

コスモス育成ボランティア（４名）

子どもと遊ぶボランティア（２名）

チャリティウオークボランティア（２名）

橿原子ども寺子屋ボランティア（２名）

サッカーイベントボランティア（２名）

農作業ボランティア（６名）

託児ボランティア（２名）

ボールで遊ぼうボランティア（５名）

みんなのスポーツフェスボランティア（10 名）

ならボラ交流会 inUSJ

地域

橿原市

奈良市

奈良市

黒滝村

奈良市

桜井市

葛城市

橿原市

十津川村

大和高田市

奈良市

橿原市

橿原市

大阪市

 実施回数

３回

５回

４回

※１回

３回

１回

１回

１回

２回

10 回

１回

２回

1回

１回

 内ﾘﾋﾟｰﾀｰ

10 名

３名

４名

５名

13 名

11 名

参加者数
（のべ）

34 名

11 名

19 名

２名

14 名

３名

２名

２名

５名

41 名

３名

５名

２名

11 名

女性
51%

男性
49%性別

50代
8%

40代
17%

30代
16%

20代
52%

10代
7%

年代

大学院生
1%

主婦
2%留学生

3%
高校生
3%

大学生
25%

社会人
66%

職業

香川県
１％

三重県
１％兵庫県

２％京都府
２％

大阪府
22%

奈良県
72%

都道府県

ソ
ー
シ
ャ
ル
え
ん
足

珍
ス
ポ
ッ
ト
巡
る
大
人
の
遠
足

実践に結びつけるボランティア育成 ※荒天の為、中止

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

全
二
回
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
毎
回
定
員
の
二
倍
を
上

回
る
申
込
み
が
あ
り
、
急
遽

回
数
を
増
や
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
講
座
内
で
紹
介
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
も
多
数

の
参
加
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。


